


























































































































































































5月 24日（土） 田中良三（愛知県立大学名誉教授） 開校式
①「特別支援教育・発達障がい・巡回
相談（総論）」



























1月 24日（土） 山本理絵（愛知県立大学教授） ⑧「事例検討（保育園）」





















































































































































































育園 11園、公設民営保育園 2園、民間保育園 11
園、私立幼稚園 7園、単独通園（児童発達支援セ
ンター）1園があり、公立保育園の統廃合や民間
委託等により、近年公立園・民間園の対比が逆転
している。単独通園（児童発達支援センター：療
育機関）は公立で運営されていて、公立の保育園
を経験した職員が人事異動で 3年から 5年療育に
携り、知的障害及び肢体不自由のお子さんが在園
している。公立保育園では障害担当を配置し 3対
1で統合保育を実施。最近は障害担当園以外の園
にも知的障害がみられない重度の発達障害の児が
在園しており、必要に応じて加配保育士を配置し
ている。
　私立幼稚園には以前から障害児を受け入れてい
る園もあるが、少子化の進む近年になってから障
害を持っている児も受け入れ始め、児に合わせた
個別的支援に奮闘している園が増えてきた現状が
ある。
（2）瀬戸市発達支援室の現状
　瀬戸市発達支援室は、支援室設置当時からス
タッフで「お母さんを元気に！　笑顔に！」を合
言葉とし、母や子どもたちを元気にするなら「支
援者も元気に ! 笑顔！」をプラス。休園した保育
園で事業を実施している。
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2　愛知県立大学との「特別支援教育リーダー養
成プログラム」共同研究事業
（1）共同研究事業に取り組むことになった経
緯
　・保育園・幼稚園・通園の巡回療育指導で就学
児対象の場合には、教育委員会と就学先の学
校と連絡し、対象児を一緒に観察し事例検討
に同席してもらうこともできるようになって
いる。
　・学校巡回においても検査や乳幼児期の巡回対
象児で情報提供でき、支援方法の連携ができ
ることから支援室職員も参加することが多
く、県立大学とも接点ができ、平成 24年秋
に山形大学三浦光哉先生の取り組みを知るこ
ととなる。支援室設置以来、教育機関・事業
所等関係機関との連携が大切と常々痛感して
いたため、瀬戸市でも幼稚園・保育園の職
員と学校関係者が、ともに学べる機会ができ
ることは人材育成には不可欠と当時の管理職
（課長・部長）に意義を伝え、愛知県立大学
の多大な協力を得て、平成 25年 1月に先駆
的な山形県に視察に出かけることができた。
鶴岡市教育委員会の実践を報告、当市でも鶴
岡をモデルに実施にこぎつけることができ
た。
（2）募集・応募の実際
　・誰に受講させるべきか……瀬戸市の将来を見
据えた視点
　・年間 8講座×3か年のハードルの高さ……現
場の協力が不可欠
　　いろいろな課題はあるものの瀬戸市内の幼稚
園教諭・保育士の熱心な思いには自信があっ
たため、教育委員会との人数調整を考え、こ
ども家庭課とも調整して人材選びをした。
　・第一課程では公立保育園 6名・幼稚園 1名計
7名で実施
　・第二課程で新規募集をするかどうかの問題（幼
稚園 1名では……）
　　新規に募集をかけ、さらに公立保育園 3名・
私立幼稚園 1名計 11名で実施
　・第三課程では再募集せず産休育休で 1名欠員
計 10名で実施
（3）リーダー養成講座の実際
　・内容については、愛知県立大学山本理絵教授
による報告の通り。
　・第 2課程で実施した保育園・通園の見学につ
いては、事前にこども家庭課・各園長に了解
を得て実施
　・受講生の見学・研修等派遣についての理解は
各園全職員事前了解・事後報告にて成果発表
を実施
3　成果と今後の課題
（1）受講生の学び（変容）
　・支援関係者の連携を実感……顔の見える、名
前のわかる連携
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　・職場における意識改革……乳、幼児期にかか
わる専門意識の再認識
　・各現場における発達障害のある児童・及びそ
の疑いある児・保護者への対応
　　……児・保護者の思いを受け止めた個別的支
援の実施
　　受講生の役割
　・専門的リーダーとしての自覚……各職場にて
課題提案（話題提供）、後輩育成
　・後継者育成の担い手……リーダー養成講座や
その他の研修等の講師役
（2）今後の課題
　・受講生の拡充……幼稚園・公立保育園・民間
保育園
　　子育て支援センター・通園施設
　・受講経験を活かし活躍できる場の設定
　　……養成講座の講師、職場等におけるアドバ
イザー
　　リーダー養成講座の継続したシステムの構築
のためには
　・愛知県立大学の協力……スーパーバイザーの
必要性
　・瀬戸市の行政的理解……予算・人材
